
2009 年 4 月 25 日
▼ 
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じ 
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❶
頁
＝
春
で
す
、
心
も
さ
わ
や
か
に

❷
頁
＝
臨
時
総
会
、
指
定
管
理
者

❸
頁
＝
中
･
長
期
計
画
勉
強
会
、
地
区
委
員

会
、
地
区
懇
談
会
、
理
事
会
報
告

❹
頁
＝
独
自
事
業
、
各
部
会
よ
り

❺
頁
＝
職
場
訪
問
記
、
薄
学
駄
話

❻
頁
＝
松
の
剪
定
、
家
事
援
助
講
習

 

ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク
、
上
田
SC
研
修

❼
頁
＝
み
ん
な
の
広
場
、
悠
和
会
、

 

裁
判
員
制
度
、
一
口
健
康
メ
モ

❽
頁
＝
シ
ル
バ
ー
豆
宣
伝
、
書
道
教
室
が

 

受
賞
、
各
教
室
の
案
内

 

ク
イ
ズ
、
お
知
ら
せ
、
あ
と
が
き

憩
の
家
の
管
理
を
受
託

当
セ
ン
タ
ー
で
は
所
沢
市
か
ら
指
定
管

理
者
と
し
て
老
人
憩
の
家
（
さ
く
ら
荘
･

や
な
せ
荘
･
峰
寿
荘
）を
受
託
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
憩
い
の
場
に
な
る
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

臨
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

平
成
21
年
3
月
25
日
（
水
）
臨
時
総
会

を
開
催
し
、
新
し
く
私
た
ち
が
取
り
組
む

新
規
事
業
（
指
定
管
理
者
制
度
）
に
伴
う

平
成
21
年
度
の
事
業
・
予
算
な
ど
を
決
議

し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

書
道
教
室
が
表
彰
!!

「
小
中
学
生
対
象
の
書
道
教
室
」
が
４

月  

（
財
） 

日
本
書
道
教
育
学
会
よ
り 

「
教

室
」
と
「
山
内
康
子
講
師
」
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

学
習
教
室
、
書
道
教
室
、
英
会
話

教
室
、編
物
教
室
な
ど
を
開
講
中
！

さくら荘 峰  寿  荘やなせ荘
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僕の歌
何点？

評価総合計は600点
以上で、申請4団体
の中から選ばれま
した。

本誌を是非お読みください。会員の情報交換の場として活用してください。

臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
る

㈳
所
沢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設

立
以
来
、
初
め
て
の
臨
時
総
会
が
３
月
25

日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら
旧
市
役
所
４
階

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
あ
い
に
く
の
雨
天
に

も
拘
わ
ら
ず
、
出
席
者
１
９
７
名
、
委
任

状
１
４
５
９
名
合
せ
て
１
６
５
６
名
と
定

足
数
に
達
し
、
平
成
20
年
度
臨
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

司
会
の
吉
松
直
子
理
事
が
定
足
数
の
報

告
を
行
い
、
森
澤
弘
理
事
の
開
会
の
こ
と

ば
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

は
じ
め
に
小
林
晟
理
事
長
の
挨
拶
に
よ

り
、
平
成
21
年
度
の
事
業
計
画
で
２
つ
の

新
規
事
業
が
加
わ
る
こ
と
、
新
年
度
４
月

よ
り
実
施

す
る
に
あ

た
っ
て
、

早
急
に
会

員
の
同
意

を
得
る
必

要
性
が
生

じ
た
こ
と

か
ら
、
臨
時
総
会
を
開
催
す
る
に
至
っ
た

経
緯
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
規
事
業
の
一
つ
は
、
所
沢
市
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
り
、
所
沢
市
立
老
人
憩
の

家
「
さ
く
ら
荘
・
峰
寿
荘
・
や
な
せ
荘
」

３
施
設
の
管
理
業
務
に
新
年
度
よ
り
参
入

い
た
し
ま
す
。
こ
の
施
設
で
の
業
務
は
、

会
員
各
位
の
豊
富
な
能
力
を
活
か
し
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
地
域
社
会
に
提
供
し
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

二
つ
目
の
事
業
は
、
従
来
の
受
注
事
業

を
よ
り
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
に
「
シ

ル
バ
ー
派
遣
事
業
」
に
取
り
組
む
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
会
員
の
持
つ
専
門
的
な
知

識
・
技
術
・
経
験
を
活
か
し
た
就
業
を
提

供
し
、
職
種
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
就

業
先
の
従
業
員
と
一
体
と
な
っ
て
行
う
こ

と
も
可
能
で
、
発
注
者
と
会
員
の
就
業

ニ
ー
ズ
に
、
き
め
細
か
い
対
応
が
可
能
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の

体
制
を
構
築
い
た
し
ま
す
。　

理
事
長
挨
拶
の
後
、
続
い
て
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

議
長
に
平
田
弘
蔵
氏
（
吾
妻
地
区
）、

議
事
録
署
名
人
に
加
藤
武
男
氏
（
中
央
地

区
）、
下
村
三
郎
氏
（
所
沢
地
区
）、
書
記

に
久
保
田
恵
美
子
氏
（
中
富
地
区
）、
両

角
博
美
氏
（
事
務
局
）
が
選
ば
れ
、
２
つ

の
議
題
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
五
社
よ
し
子
副
理
事
長
か
ら
議

案
第
１
号
及
び
第
２
号
の
平
成
21
年
度
事

業
計
画
案
、
同
収
支
予
算
案
が
諮
ら
れ
ま

し
た
。
平
成
21
年
度
の
実
施
計
画
は
契
約

高
９
億
２
千
万
円
、
就
業
率
80
％
を
目

標
、
２
つ
の
新
規
事
業
の
他
、
中
･
長
期

基
本
計
画
・
普
及
啓
発
事
業
・
安
全
就
業

対
策
・
高
齢
者
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど
の
推
進
、
就
業
機
会
の
開
拓
と
提
供

の
充
実
強
化
、各
種
研
修
・
講
習
の
実
施
、

職
群
班
の
活
動
、
独
自
事
業
の
12
項
目
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

４
会
員
か
ら
の
質
問
に
対
し
森
田
勝
治

専
務
理
事
か
ら
個
別
に
回
答
説
明
が
な
さ

れ
た
後
、
両
案
と
も
満
場
一
致
で
、
原
案

通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

陸
浦
孝
之
理
事
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
午

後
３
時
、
臨
時
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

 

（
岩
﨑
記
）　

指 

定 

管 

理 

者 

の 

選 

定

法
律
が
変
わ
り
、
公
の
施
設
は
、
従

来
の
委
託
契
約
か
ら
直
営
ま
た
は
指
定

管
理
者
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
21
年
度
は
３
年
前
に
指
定

管
理
者
に
委
託
し
た
事
業
の
切
り
替
え

時
期
と
な
り
、
ま
ず
応
募
し
て
き
た
業

者
の
中
か
ら
、
選
定
委
員
が
提
出
さ
れ

た
書
類
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
等
に
よ
り
審
査

し
そ
の
内
容
を
点
数
化
し
た
合
計
点
な

ど
を
基
準
に
選
ば
れ
、
最
終
的
に
は
、

市
議
会
の
議
決
で
決
ま
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
準
備
資
料
は
膨
大
な
も

の
で
す
。
制
度
上
、
継
続
し
て
契
約
が

取
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
８
施
設

の
う
ち
３
施
設
を
当
セ
ン
タ
ー
が
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

所
沢
市
の
公
共
施
設
指
定
管
理
者
と

し
て
、
シ
ル
バ
ー
の
力
を
発
揮
し
、
信

頼
さ
れ
、
お
役
に
立
て
る
大
き
な
就
業

先
が
得
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
今
後

の
事
業
拡
大
に
繋
が
る
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。
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手をひらひら、
足を上下！

　挨拶する
ゴロゴロしない
アッハハッハッ
で笑う（アッハ3）
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中
・
長
期
計
画
の
実
現
に
向
け
て

皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け
し
て
お
り
ま

す
中
・
長
期
計
画
書
、
す
で
に
ご
一
読
頂

い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
そ
の
重

要
さ
か
ら
、
理
事
を
は
じ
め
全
役
員
・
事

務
局
が
先
頭
に
立
っ
て
取
組
ん
で
お
り
ま

す
。１

月
30
日
、
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
研
修
内
容
の
一
端
を
報
告
し
ま
す
。

参
加
者　

会
員
理
事
と
監
事

一
、
こ
の
計
画
書
で
一
番
早
く
取
組
む
べ

き
重
要
な
課
題
は
な
に
か
？

　

 

そ
の
改
善
策
は
？

二
、
理
事
と
し
て
担
当
分
野
で
の
、
当
面

の
課
題
は
？　

そ
の
対
応
策
は
？

三
、
理
事
会
や
委
員
会
等
の
活
性
化
と
運

営
方
法
は
？

四
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済
情
勢
は
少
な
か

ら
ず
影
響
が
出
て
い
る
。
こ
の
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
方
策
は
？

五
、
計
画
の
実
行
を
検
証
す
る
体
制
は
？

六
、
そ
の
他
、
ま
た
感
じ
て
い
る
こ
と
？

等
の
テ
ー
マ
で
、
全
員
が
所
見
を
発
表

し
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
随
時
こ
う
し
た

研
鑽
を
重
ね
計
画
の
具
現
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
陸
浦
記
）　

地
区
委
員
会　

報
告

　

開
催
日 

２
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

於　

事
務
局
会
議
室

地
区
委
員
会
は
、
左
記
議
題
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

一
、
地
区
懇
談
会
開
催
状
況
報
告

 

中
央
・
新
所
沢
東
・
新
所
沢
地
区
・

所
沢
地
区

二
、
視
察
研
修
の
実
施
と
今
後
の
活
動

 

指
定
管
理
者
の
あ
り
か
た
、
ほ
か

三
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

四
、
会
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て

五
、
就
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

 

各
業
務
に
つ
い
て
逐
次
作
成
す
る

六
、
21
年
度
の
委
員
会
体
制
に
つ
い
て

 

原
則
２
ヵ
月
毎
に
開
催
継
続
、
ほ
か

七
、
そ
の
他

　
　

反
省
と
取
り
組
み　

ほ
か

次
回
開
催
は
６
月
16
日
で
す
。

ご
意
見
・
要
望
等
を
所
属
地
区
委
員
に

お
寄
せ
下
さ
い
。

地
区
懇
談
会
・
取
材
記

本
年
に
入
り
次
の
４
地
区
の
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
24
日
（
土
）　　

中
央
地
区

１
月
28
日
（
水
）　　

新
所
沢
東
地
区

２
月
８
日
（
日
）　　

新
所
沢
地
区

２
月
14
日
（
土
）　　

所
沢
地
区

事
務
局

☆
就
業
期
間
、
原
則
５
年
の
中
で
特
殊
性

や
適
材
を
加
味
し
な
が
ら
作
業
進
行
中

☆
指
定
管
理
者
受
託
、
老
人
憩
の
家
３
ヵ

所
の
指
定
を
受
け
、
４
月
以
降
取
組
。

☆
昨
今
の
厳
し
い
経
済
環
境
の
波
が
、
セ

ン
タ
ー
に
も
押
し
寄
せ
て
き
て
い
る
。

受
注
先
よ
り
解
約
・
中
断
の
話
あ
り
。

☆
就
業
先
か
ら
、
就
業
態
度
の
指
摘
を
受

け
た
。
挨
拶
・
マ
ナ
ー
に
留
意
。

会
員
の
声

☆
会
員
同
士
の
協
調
性　

挨
拶
の
必
励
行

☆
植
木
剪
定
は
、
質
的
向
上
を
図
る
必
要

☆
就
業
の
期
限
・
公
平
・
透
明
・
適
材
配

置
な
ど
を
考
え
て
ほ
し
い
。

☆
３
月
に
打
ち
切
り
に
な
る
が
継
続
し
て

就
業
し
た
い
の
で
、
早
く
紹
介
を
願
う
。

☆
中
・
長
期
計
画
、
全
会
員
の
理
解
度
は
？

　

自
ら
参
加
し
て
い
く
姿
勢
が
不
可
欠
。

（
陸
浦
記
）　

理
事
会
報
告

平
成
二
十
年
度

　

10
回
理
事
会  

21
年
１
月
30
日（
金
）

　

11
回
理
事
会  

21
年
２
月
27
日（
金
）

　

12
回
理
事
会  

21
年
３
月
30
日（
月
）

審
議
事
項

一
、
正
会
員
及
び
賛
助
会
員
と
し
て
入
会

を
求
め
る
件
に
つ
い
て 

（
各
回
）

二
、
平
成
20
年
度
収
支
補
正
予
算
（
第
一

号
）
に
つ
い
て 

（
１
月
・
承
認
）

三
、
平
成
20
年
度
臨
時
総
会
議
案
に
つ
い

て 

（
２
月
・
承
認
）

　

⑴　

平
成
21
年
度
事
業
計
画
案

　

⑵　

平
成
21
年
度
収
支
予
算
案

四
、
平
成
21
年
度
事
業
部
会
事
業
計
画
に

つ
い
て 

（
３
月
・
承
認
）

報
告
事
項

一
、
第
三
回
中
長
期
基
本
計
画
研
修
会
開

催 

（
会
員
理
事
・
１
月
）

二
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
に
関
す
る
説

明 

（
会
員
理
事
・
２
月
）

三
、
部
会
・
委
員
会
活
動
状
況
（
各
回
）

「
註
」
報
告
事
項
の
詳
細
は
、
別
掲
の
各

部
会
・
委
員
会
報
告
を
参
照
ね
が
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
沢
記
）

新所沢地区懇談会より
福田（安全担当）さん

3月正会員数
男 女
1601 672
合計 2273 人
賛助会員数 9

1～ 3月移動計
入会者 退会者
107 人 50人
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会員が率先して町会の了
解をとり掲示した会員募
集のポスター、各地域で
協力を得ています。

本誌を是非お読みください。会員の情報交換の場として活用してください。

独　

自　

事　

業

　
　

担
当　

小
寺　

勝
久

こ
の
事
業
は
、
会
員
の
持
つ
技
能
や
能

力
を
も
と
に
独
自
サ
ー
ビ
ス
に
ま
と
め
、

こ
れ
を
一
般
の
方
を
対
象（
会
員
も
含
む
）

に
提
供
し
、
収
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
こ
に
必
要
と
さ
れ
る
会
員
に
対
し

て
就
業
機
会
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
学

習
教
室
や
書
道
教
室
、
一
般
の
方
を
対
象

と
し
た
書
道
教
室
、
英
会
話
教
室
、
編
物

教
室
を
定
期
的
に
開
講
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
会
員
の
方
々
が
手
作
り
さ

れ
た
作
品
を
預
か
り
、
セ
ン
タ
ー
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
飾
っ
て
、
安
価
で
販
売

し
て
お
り
ま
す
。
丁
寧
に
仕
上
げ
た
商
品

は
、
お
求
め
い
た
だ
く
方
か
ら
お
褒
め
を

頂
く
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
愛
好
者
か
ら
、

用
品
の
調
達
先
と
し
て
ス
テ
ィ
ッ
ク
や

ボ
ー
ル
等
を
お
求
め
頂
い
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
教
師
経
験
者
の
活
躍
の
場
を

広
げ
、
家
庭
学
習
を
支
援
出
来
れ
ば
と
個

人
別
授
業
（
家
庭
教
師
）
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
ご
利
用
者
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
21
年
４
月
か
ら
小
学
生
英
語
教
室

を
新
設
し
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
教
室
は
セ
ン
タ
ー
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
２
年
間
学
習
す
る
も
の
で
、
学
校
の

復
習
を
重
視
し
た
授
業
と
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
リ
ス
ニ
ン
グ
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
・

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
基
礎
段
階
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
成
す
る
も
の
で
す
。

小
学
５
・
６
年
生
が
対
象
で
す
の
で
、
皆

様
の
お
知
り
合
い
の
方
に
ご
案
内
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。（
尚
、
こ
の
教
室
は
習
得

過
程
を
考
慮
し
て
、
５
月
以
降
の
中
途
入

会
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。）

☆
委
員
会
・
各
部
会
の
紹
介

地
区
委
員
会

　
　
　
　

副
理
事
長　

五
社
よ
し
子

地
区
委
員
会
は
、
20
年
８
月
か
ら
活
動

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

＊
構
成　

11
地
区
の
委
員
に
加
え
、
事
務

 

局
、
五
社
副
理
事
長
、
堀
口
監
事

＊
開
催　

原
則
２
カ
月
に
１
回

＊
主
な
目
的　

地
区
懇
談
会
等
で
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
・
苦
情
・
質
問
な

ど
を
確
認
し
、
早
期
解
決
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
で
、
自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助
の
精
神
の
も
と
に
「
明
る
く
、
楽

し
い
、
い
き
い
き
人
生
を
」
の
実
現
を

め
ざ
し
ま
す
。

皆
様
の
積
極
的
な
行
事
参
加
と
協
力
無

し
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
些
細

な
事
で
も
「
良
い
、
必
要
」
と
感
じ
た
こ

と
は
進
ん
で
発
言
し
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。

小
さ
な
一
歩
の
積
み
重
ね
が
、
中
長
期

計
画
の
達
成
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ

ま
す
。

事

業

部

会

部
会
長　

森
澤　
　

弘

事
業
部
会
の
基
本
的
な
役
割
は
、
第
一

に
「
会
員
の
増
強
」、
第
二
に
「
就
業
機

会
の
確
保
」
と
考
え
ま
す
。

景
気
の
先
行
き
が
見
え
な
い
ま
ま
迎
え

た
２
０
０
９
年
は
、
３
カ
月
が
経
過
す
る

も
状
況
は
一
段
と
厳
し
く
、
今
後
も
予
断

を
許
さ
な
い
状
勢
で
す
。

部
会
員
６
名
で
ま
ず
何
が
出
来
る
か
を

検
討
し
、
計
画
を
立
て
、
着
実
に
取
組
み

ま
す
。

そ
れ
は
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
あ
り
、
チ

ラ
シ
配
布
、
DM
等
の
地
道
な
積
み
重
ね
と

考
え
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
に
協
力
を
頂

き
、
創
意
工
夫
を
し
て
、
地
域
に
必
要
と

さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

就
業
適
正
委
員
会

「
会
員
に
、
適
正
か
つ
公
平
な
就
業
機

会
を
提
供
す
る
」
の
主
旨
の
も
と
、
皆
様

ご
承
知
の「
就
業
の
基
準
に
関
す
る
要
綱
」

が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

３
月
ま
で
に
同
要
綱
「
就
業
期
限
」
の

５
年
に
該
当
さ
れ
る
方
が
約
150
名
お
ら

れ
、ご
通
知
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

該
当
の
方
は
事
務
局
就
業
相
談
窓
口
に

お
出
で
頂
き
、担
当
者
と
ご
相
談
下
さ
い
。

同
一
職
種
へ
の
再
就
業
は
発
注
先
が
あ
れ

ば
１
年
後
以
降
改
め
て
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
就
業
年
齢
制
限
に
自
動
車
運
転
業

務
70
歳
、
そ
の
他
の
業
務
75
歳
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
以
降
も
就
業
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
健
康
お
よ
び
業
務
状
況
、
家
族

の
「
就
業
同
意
書
」
提
出
等
、
安
全
就
業

の
適
否
を
確
認
・
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
運
転
業
務
希
望

の
方
に
は
、
市
内
自
動
車
教
習
場
で
、「
ド

ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク
」
を
受
講
後
、
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
特
例
と
し
て
、
発
注
先
の
要
望
（
特

殊
技
能
等
）・
他
に
就
業
希
望
者
が
い
な

い
場
合
・
円
滑
な
引
継
ぎ
等
の
必
要
か
ら

多
少
の
期
限
の
延
長
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
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ヤ
オ
コ
ー
所
沢
北
原
店

市
内
並
木
六
丁
目
に
広
が
る
米
軍
通
信

基
地
の
北
側
を
フ
ェ
ン
ス
に
沿
っ
て
道
な

り
に
東
南
に
進
み
、
所
沢
中
央
高
校
の
先

を
左
折
し
な
が
ら
突
き
当
た
る
と
「
ヤ
オ

コ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
テ
ィ
所
沢
」
の
大
き

な
看
板
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
そ
こ

は
、
広
い
駐
車
場
を
囲
む
よ
う
に
10
を
超

え
る
店
舗
が
軒
を
並
べ
、
勿
論
中
核
は
そ

の
名
の
通
り
ス
ー
パ
ー
業
界
大
手
ヤ
オ

コ
ー
さ
ん
の
「
所
沢
北
原
店
」。　
　

２
０
０
２
年
の
開
店
当
初
か
ら
市
内
に

あ
る
他
の
３
店
に
先
駆
け
て
、
我
が
SC
の

会
員
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
今
約
30

名
が
就
業
し
て
い
る
。

2
月
24
日
朝
８
時
20
分
頃
、
鈴
木
店
長

に
挨
拶
を
済
ま
せ
て
店
内
に
入
る
と
、
開

店
前
の
準
備
に
会
員
の
小
川
さ
ん
、
角
谷

さ
ん
、
山
岡
さ
ん
が
店
員
さ
ん
と
共
に
忙

し
く
動
き
回
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
、

「
商
品
の
日
付
に
一
番
気
を
遣
い
ま
す
」

と
話
し
な
が
ら
入
れ
替
え
を
機
敏
に
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
後
仲
間
入
り
す
る
会
員

に
、
心
得
と
し
て
参
考
に
な
る
こ
と
に
つ

い
て
聞
く
と
「
沢
山
あ
り
ま
す
よ
」
と
話

さ
れ
、
す
ぐ
に
搬
入
に
出
向
い
て
行
き
ま

し
た
。
会
員
の
仕
事
と
し
て
は
、
他
に
営

業
中
の
カ
ー
ト
・
篭
の
整
理
回
収
、
商
品

補
充
、
夜
間
の
商
品
搬
入
・
陳
列
、
閉
店

作
業
な
ど
活
動
の
場
は
多
岐
に
亘
り
ま

す
。
当
日
は
火
曜
日
で
、
朝
礼
が
あ
り
、

副
店
長
の
連
絡
・
指
示
、店
員
さ
ん
の〝
接

客
心
得
〞
に
全
員
が
唱
和
し
、
店
長
が
当

社
の
理
念
「
豊
か
で
楽
し
い
食
生
活
の
提

案
」
の
た
め
、
常
に
お
客
様
の
こ
と
を
最

優
先
に
考
え
る
よ
う
に
、
と
締
め
く
く
ら

れ
た
。

広
く
明
る
い
店
内
は
、
通
路
が
ゆ
っ
た

り
と
広
い
こ
と
。
カ
ー
ト
が
行
き
交
っ
て

も
安
心
で
、
落
ち
着
い
て
買
い
物
が
出
来

る
。
さ
す
が
売
り
場
作
り
に
熱
心
な

チ
ェ
ー
ン
と
し
て
、
業
界
で
も
注
目
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
だ
け
あ
っ
て
、
品
揃
え
も

豊
富
な
総
合
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
評
判
な
の

は
う
な
ず
け
る
。
消
費
者
の
安
心
・
安
全

に
応
え
る
鮮
度
維
持
に
、
県
下
で
は
65
店

の
多
く
が
国
道
16
号
な
ど
の
幹
線
中
心
に

店
舗
展
開
を
し
て
い
る
基
本
が
あ
る
よ
う

だ
。
店
内
に
は
、
寿
司
・
ラ
ー
メ
ン
・
弁

当
・
パ
ン
の
店
が
構
え
、
ホ
ッ
ト
な
ま
ま

で
食
せ
る
し
、
店
外
で
は
居
並
ぶ
身
の
回

り
品
を
扱
う
店
舗
で
幅
広
く
買
い
物
が
で

き
る
か
ら
、
子
供
連
れ
で
も
一
日
を
過
ご

せ
る
一
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
形
成
し
て
い

る
。当

店
の
営
業
時
間
は
朝
９
時
か
ら
夜
11

時
ま
で
と
、
他
店
に
比
べ
長
い
が
、
そ
れ

だ
け
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
と
思
わ
れ

る
。私

は
時
々
こ
こ
の
店
舗
を
訪
れ
る
が
、

そ
の
都
度
驚
く
こ
と
は
、
平
日
で
も
広
い

駐
車
場
は
車
が
多
い
こ
と
だ
。
休
祭
日
は

尚
更
で
あ
る
。 

（
赤
沢
記
）　

ふ
り
か
え
ろ
う

江
戸
庶
民
の
く
ら
し

江
戸
庶
民
の
住
む
典
型
的
な
裏
長
屋

は
、
間
口
九
尺
に
奥
行
き
二
間
。
こ
れ
は

六
畳
間
の
広
さ
で
あ
る
。

入
り
口
の
腰
高
障
子
（
上
部
が
障
子
で

下
部
が
板
）
を
開
け
、
中
に
入
る
と
そ
こ

は
玄
関
と
台
所
を
兼
ね
た
一
畳
半
分
の
土

間
で
あ
る
。
竈
か
ま
ど
と
流
し
が
あ
り
、
水
瓶
な

ど
が
置
か
れ
、履
物
を
脱
ぐ
場
所
も
あ
る
。

残
り
四
畳
半
、
こ
れ
が
部
屋
の
全
て
で

あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
に
置
け
る
家
具
は
せ

い
ぜ
い
蝿
帳
、
こ
ぶ
り
な
箪
笥
、
戸
棚
ぐ

ら
い
で
あ
る
。
着
物
は
貴
重
品
で
、
普
段

着
や
仕
事
着
も
限
ら
れ
た
枚
数
し
か
な

く
、
晴
れ
着
に
い
た
っ
て
は
持
っ
て
い
な

い
人
も
多
か
っ
た
。押
入
れ
は
無
い
の
で
、

布
団
は
た
た
ん
で
風
呂
敷
な
ど
を
か
け
隅

に
置
い
た
。
他
に
は
行
灯
、
食
器
類
。
食

器
は
一
人
分
の
ご
飯
茶
碗
や
汁
椀
、
箸
が

収
ま
る
箱
膳
が
使
用
さ
れ
た
。
ち
な
み
に

当
時
の
食
事
は
「
一
汁
一
菜
」
と
い
わ
れ

る
が
、
四
季
の
旬
の
も
の
を
食
べ
て
い
た

の
で
想
像
す
る
ほ
ど
貧
し
い
食
事
で
は
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
他
鍋
、
手
桶
、

擂す
り
ば
ち鉢
、
炭
壷
、
雨
傘
や
蓑み
の

、
菅す
げ
が
さ笠
な
ど
で

実
に
簡
素
な
暮
ら
し
ぶ
り
だ
っ
た
。

 

　
（
志
賀
記
）　

薄は
く
が
く
だ
わ
ー

学
駄
話 
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松
の
手
入
れ
講
習
会

植
木
職
一
班　

鉄
具　

秀
朗

１
月
24
日
（
土
）
中
堅
ク
ラ
ス
を
対
象

と
し
た
「
松
の
手
入
れ
」
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
旧
庁
舎
前
庭
の
松
を
教
材

に
、
実
技
を
学
ぶ
も
の
で
13
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

講
師
は
、
一
班
の
中
村
巌
氏
。

講
義
は
、
先
ず
鋏
の
正
し
い
使
い
方
か

ら
始
ま
り
、
続
い
て
資
料
を
基
に
「
み
ど

り
摘
み
」
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

作
業
は
新
芽
（
み
ど
り
）
が
伸
び
る
５
月

頃
に
行
い
ま
す
。
こ
の
「
み
ど
り
摘
み
」

は
、
松
の
成
長
と
形
づ
く
り
に
重
要
な
作

業
の
一
つ
で
す
。

今
回
は
、
今
の
時
期
（
11
〜
３
月
）
に

合
っ
た
「
も
み
上
げ
作
業
」
を
実
技
と
し

て
行
い
ま
し
た
。

９
時
30
分
か
ら
、
中
村
・
黄
川
田
両
氏

の
分
り
や
す
い
指
導
で
実
習
作
業
が
進

行
し
、
午
前
中
に
は
八
分
通
り
仕
上
が
り

ま
し
た
。
昼
は
お
弁
当
と
温
か
い
け
ん
ち

ん
汁
を
食
べ
な
が
ら
、
講
習
会
の
ビ
デ
オ

を
見
て
午
後
の
作
業
の
参
考
に
し
ま
し

た
。
小
雪
が
ち
ら
つ
き
、
鋏
を
持
つ
手
が

か
じ
か
み
な
が
ら
も
、
最
後
ま
で
皆
で
気

を
抜
く
こ
と
な
く
頑
張
り
ま
し
た
。

事
務
局
の
二
木
主
任
・
新
井
氏
に
は

朝
早
く
か
ら
終
了
ま
で
、
お
世
話
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
も
庭
園

管
理
士
の
資

格
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、

本
日
の
講
習

に
参
加
し
て

技
能
向
上
に

役
立
っ
た
こ

と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

家
事
援
助
に
役
立
つ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

山
口
地
区　

中
島 　

洋
介

気
楽
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
思
い
も
よ

ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
男
性
の
参
加
者
が

多
か
っ
た
こ
と
で
す
。
理
解
し
や
す
い
テ

キ
ス
ト
、
講
話
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
グ

ル
ー
プ
発
表
が
あ
り
、
楽
し
み
と
緊
張
が

折
り
重
な
っ
た
五
日
間
の
講
習
会
で
、
参

加
者
は
み
な
熱
心
で
、
前
向
き
だ
っ
た
こ

と
に
感
動
し
ま
し
た
。

日
本
は
高
齢
化
が
進
み
、
介
護
ケ
ア
な

ど
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
習

会
で
は
、
高
齢
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
学
び

ま
し
た
。

今
回
、
先
生
方
の
話
を
聞
い
て
、
頭
の

中
で
は
理
解
し
た
も
の
の
、
現
実
の
対
応

と
な
る
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す

が
、
大
変
参
考
に
な
り
有
意
義
な
講
習
会

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク
に
参
加

老
い
を
認
め
た
く
な
い
！　

も
み
じ
マ
ー
ク
も
付
け
た
く
な
い
！

何
も
今
更
教
習
を
受
け
な
く
て
も
と
自

負
す
る
自
分
だ
が
、
会
員
安
全
就
業
委
員

会
か
ら
、
受
講
の
勧
め
を
受
け
、
元
気
に

楽
し
く
働
く
た
め
に
と
気
持
ち
を
入
れ
替

え
、
過
日
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
グ
に
参
加
し

ま
し
た
。

場
所
は
と
こ
ろ
ざ
わ
自
動
車
学
校
。
26

名
の
会
員
が
参
加
し
、
自
信
を
得
て
大
変

お
得
な
講
習
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
テ
ス

ト
？　

全
員
緊
張
し
た
面
向
き
で
し
た

が
、
終
わ
っ
て
み
て
「
受
講
し
て
よ
か
っ

た
！
」
と
一
様
の
声
。
是
非
多
く
の
会
員

に
も
受
講
を
お
勧
め
し
た
い
と
思
い
ま

す
。シ

ル
バ
ー
層
は
、
人
一
倍
注
意
し
て
い

る
「
つ
も
り
」
だ
が
、
年
齢
の
割
に
粗
っ

ぽ
く
自
己
流
の
運
転
が
多
い
よ
う
で
す
。

他
の
こ
と
を
考
え
、
ボ
ー
と
し
て
い
て
、

情
報
を
見
逃
す
・
集
中
力
が
持
続
で
き
な

い
と
い
う
特
長
が
あ
る
と
の
こ
と
。
指
導

員
か
ら
色
々
と
個
人
別
に
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
、
安
全
運
転
に
対
す
る
気
づ
き
を
沢
山

頂
い
た
。
コ
ー
ス
走
行
は
検
定
試
験
さ
な

が
ら
鋭
角
・
車
庫
入
れ
・
坂
道
・
狭
路
・

S
字
等
が
あ
り
、安
全
に
対
す
る「
柔
軟
性
」

「
ゆ
と
り
」「
目
視
」
の
大
切
さ
を
呼
び
起

こ
す
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。 （
陸
浦
記
）

上
田
SC
視
察
研
修
会

２
月
19
〜
20
日
理
事
・
部
会
員
・
地
区

委
員
37
名
に
よ
る
、
長
野
県
上
田
地
域
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
視
察
研
修
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
と
し
て
の
運
営
管
理
が
市
議

会
で
決
定
さ
れ
る

過
程
で
、シ
ル
バ
ー

で
出
来
る
の
か
？

と
議
論
が
集
中
し

た
経
緯
に
応
え
、 

万
全
を
期
し
た
取

り
組
み
と
今
後
の

更
な
る
受
託
を
得
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
で
し
た
。

車
中
で
の
勉
強
会
・
意
見
発
表
、
視
察

訪
問
後
の
部
会
別
検
討
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
研
修
の
成
果
を
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
利
用
者
に
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
、
大
き
な
評
価
を
得
る
糸
口

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
肝
に
命
じ

ま
し
た
。 

（
陸
浦
記
）　
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★みんなの広場

★
み
ん
な
の
広
場

☆みんなの広場

☆
み
ん
な
の
広
場

健康的な麻雀だ
ね。タバコの煙
りもない！

   投稿をお待ちしております。ご意見、感想文、短歌、川柳他（４００字以内。地区名、氏名を明記） 　
作品は不返。広報部で編集することもあります。また掲載できない場合もあります。ご了承下さい。

健
康
一
口
メ
モ

5

裁
判
員
制
度

研
修
会
に
参
加
し
て

三
ヶ
島
地
区　

小
島
美
代
子

今
年
５
月
か
ら
「
裁
判
員
制
度
」
が
始

ま
り
ま
す
。
身
近
な
問
題
と
し
て
迫
っ
て

い
ま
す
。
東
京
地
方
裁
判
所
の
裁
判
の
実

際
を
見
学
、「
体
験
研
修
」
を
受
け
て
き

ま
し
た
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
は
馴
染
み
の
法
廷
場

面
で
す
が
、
実
際
に
見
る
の
は
初
体
験
。

傍
聴
席
に
座
り
会
場
を
見
渡
す
と
、
厳

粛
な
雰
囲
気
が
伝
わ
り
独
特
の
緊
張
感
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
日
の
刑
事
裁
判
は
、
裁
判
官
一
人

で
裁
定
す
る
一
人
制
で
す
。
傍
聴
席
も
20

名
の
小
法
廷
で
、10
時
に
開
廷
し
ま
し
た
。

裁
判
の
内
容
は
、
覚
醒
剤
の
事
件
で
判

決
は
次
回
と
な
り
ま
し
た
が
、
約
１
時
間

の
裁
判
で
し
た
。
そ
の
後
別
室
で
、
裁
判

所
書
記
官
立
会
い
で
「
裁
判
員
制
度
」
に

つ
い
て
の
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。
も

し
、
私
た
ち
が
裁
判
員
に
選
出
さ
れ
た
ら

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
等
、
熱
心

に
語
り
合
い
ま
し
た
。
実
際
の
裁
判
を
見

て
、
容
疑
者
が
正
面
ド
ア
か
ら
手
錠
を
か

け
ら
れ
て
法
廷
に
入
っ
て
き
た
と
き
、
心

に
動
揺
を
感
じ
胸
を
つ
く
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
私
に
「
人
を
裁
く
」
と
い

う
こ
と
が
公
正
に
出
来
る
の
か
ど
う
か
心

配
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
一

般
市
民
が
直
接
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
司

法
・
裁
判
所
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、

広
く
国
民
に
納
得
で
き
る
裁
判
が
期
待
で

き
る
こ
と
な
ど
、
本
制
度
の
今
後
の
成
り

行
き
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

川
柳　
市
の
広
報
を
配
り
つ
つ

柳
瀬
地
区　

三
富　

達
也

越
し
て
き
て

 
広
報
で
知
る
と
こ
ろ
ざ
わ　

ご
く
ろ
う
さ
ん　

納
戸
の
中
か
ら　

手
を
振
ら
れ

パ
ン
ク
し
て

 

戻
る
坂
道
長
い
こ
と　

地
区
懇
談
会
こ
ぼ
れ
話

新
所
沢
地
区　

武
田　

進
也

「
女
性
の
会
員
が
少
な
い
の
ね
！
も
っ

と
も
っ
と
参
加
し
て
く
れ
る
と
会
が
賑
わ

う
し
、自
分
も
元
気
に
な
れ
る
の
に
ね
！
」

「
ご
夫
婦
で
入
会
し
て
い
る
方
が
羨
ま

し
い
で
す
ね
！
」「
所
謂
先
輩
に
あ
た
る

方
が
挨
拶
な
ど
、
率
先
垂
範
す
る
事
こ
そ

が
大
切
な
こ
と
で
す
よ
ね
！
」

「
健
康
で
ま
だ
ま
だ
働
け
る
人
に
つ
い

て
の
対
応
を
考
え
て
貰
い
た
い
。
５
年
或

い
は
75
歳
で
と
言
う
基
準
よ
り
も
、
個
人

個
人
の
能
力
等
が
優
先
さ
れ
る
よ
う
な
運

営
が
望
ま
し
い
の
だ
が
！
」

『
麻
雀
愛
好
会
』

発
足
10
ヵ
月
会
員
40
名
に
!!

代
表　

柘
植　

康
嗣

昨
年
１
月
の
地
区
懇
談
会
で
「
健
康
麻

雀
」
の
サ
ー
ク
ル
立
ち
上
げ
が
話
題
に
な

り
、
４
月
に
名
称
を
「
麻
雀
愛
好
会
」
と

し
て
募
集
し
ま
し
た
。

ボ
ケ
防
止
、
頭
の
体
操
、
指
の
運
動
に

い
い
こ
と
、
賭
け
事
一
切
ナ
シ
と
し
て
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
、
男
女
15
名
の
申
し
込

み
が
あ
り
、
早
速
５
月
、
日
本
段
位
麻
雀

連
盟
東
京
支
部
の
松
永
七
段
を
迎
え
、
３

卓
を
囲
ん
で
ク
リ
ー
ン
麻
雀
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
毎
月
５
〜
６
名
の
申
し
込
み

が
あ
り
、
現
在
会
員
40
名
（
女
性
12
名
）

で
月
２
回
第
１
・
第
３
水
曜
日
に
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

❖
便
秘
解
消
の
た
め
の
５
か
条
❖

日
常
生
活
が
大
切　
　

①
規
則
正
し
い
食
生
活
を
し
ま
し
ょ
う

 

一
日
３
回
の
規
則
正
し
い
食
事
を
摂
る

と
大
腸
の
働
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

朝
起
き
て
す
ぐ
に
水
や
牛
乳
を
飲
む
の

も
良
い
で
し
ょ
う
。
食
物
繊
維
を
多
め

に
摂
れ
ば
腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
し
、

環
境
を
整
え
ま
す
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
（
乳

酸
菌
＋
オ
リ
ゴ
糖
）
も
そ
の
役
割
が
大

き
い
。

②
ト
イ
レ
を
我
慢
し
な
い

 

手
の
ひ
ら
で
お
腹
を
ゆ
っ
く
り
「
の
」

の
字
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
と
自
然
な
排

便
リ
ズ
ム
が
脳
に
伝
わ
り
ま
す
。

③
軽
い
運
動
を
す
る

 

軽
い
運
動
は
、
自
律
神
経
系
が
調
整
さ

れ
腸
の
働
き
を
助
け
ま
す
。

④
水
分
を
十
分
に
摂
取

 

便
の
70
〜
80
％
は
水
分
で
す
。
水
分
が

不
足
す
る
と
便
が
硬
く
な
る
。

⑤
ス
ト
レ
ス
を
発
散
す
る

 

ス
ト
レ
ス
は
自
立
神
経
系
の
働
き
が
乱

れ
、
腸
の
蠕
動
運
動
が
低
下
し
ま
す
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
（
腹
式
呼
吸
だ
け
で
も
）

す
れ
ば
効
果
も
上
が
り
ま
す
。

　

 

（
高
柳
記
）　

お問合わせは悠和会へ
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シルバー人材センター
書道教室が表彰される！

おめでとうございます!

本誌を是非お読みください。会員の情報交換の場として活用してください。

お
知
ら
せ

本誌を是非お読みください。会員の情報交換の場として活用してください。

独自事業の「小中学生対象の書道教室」
が４月上旬（財）日本書道教育学会より「教
室」と「講師　山内康子氏　柳瀬地区」が
表彰されました。
青少年に対する教育指導が秀
でており、書くことで、文字の
美を表わそうとする東洋の造形
芸術の発展に寄与していること
が認められたものです。会員山内講師は「セ
ンターの事業として、市民の皆様に少しで
も役立つ仕事が出来て嬉しい。パートナー
と生徒たちのお陰と感謝しております。
これからも子供たちのために多くの文字
を指導していきたい」と受賞の喜びを語り
ました（４頁に関連記事あり）。

？
？
ク
イ
ズ
の
コ
ー
ナ
？
？

も
ん
だ
い（
正
解
は
１
つ
！
選
ん
で
ネ
）

①
中
長
期
計
画
・
Ｈ
22
年
度
の
目
標
会
員

数
は
？

 

Ａ
、
千
九
百
名　

Ｂ
、
二
千
六
百
名

Ｃ
、
三
千
三
百
名

②
つ
ど
い
の
樹
106
号
の
職
場
訪
問
先
は
？

 

Ａ
、
西
友　

Ｂ
、
木
下
フ
レ
ン
ド　

 

Ｃ
、
ヤ
オ
コ
ー

③
指
定
管
理
受
託
の
老
人
憩
の
家
の
一
つ

は
？

　
　

Ａ
、
さ
く
ら
荘　

Ｂ
、
と
こ
ろ
荘

 

Ｃ
、
と
め
の
里　

ハ
ガ
キ
に
①
②
③
の
答
と
会
員
番
号

名
前
・
住
所
・
当
誌
を
読
ん
で
の
ご
感

想
を
記
入
の
上
セ
ン
タ
ー
広
報
部
宛
、

５
月
15
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
選
考
の
上
、
10
名
の

方
に
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

４
月
か
ら
事
務
局
長
が
森
田
勝
治
氏

か
ら
冨
田　

実
氏
に
代
わ
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

健
康
相
談
日

５
月
21
日
（
木
） 

午
後

６
月
18
日
（
木
） 

午
後

７
月
16
日
（
木
） 

午
後

就
業
相
談
日 
毎
週
水
曜
日

 
13
時
〜
15
時 

◆
正
月
は
つ
い
こ
の
あ
い
だ
と
思
っ
て
い

た
が
、
流
れ
る
日
々
は
季
節
を
巡
ら
し
、

ま
も
な
く
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
。
健

康
で
働
け
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
お
互

い
さ
ま
に
充
実
し
た
人
生
を
送
り
ま

し
ょ
う
！

◆
私
た
ち
は
健
康
で
明
る
く
元
気
に
働
く

こ
と
が
大
切
で
す
が
、
働
く
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
る
発
注
先
の
「
お
か
げ
さ

ま
」
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

仕
事
を
「
し
て
や
っ
て
い
る
」
で
は
な

く
「
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
い

う
心
根
が
大
切
。
常
識
・
マ
ナ
ー
・
接

遇
の
あ
り
方
に
も
心
し
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
安
心
し
て
仕
事
を
任
さ
れ
る
人

材
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

◆
頭
や
指
先
を
使
い
、
脳
が
活
性
化
す
る

こ
と
か
ら
、
認
知
症
防
止
策
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
マ
ー
ジ
ャ
ン
。
悠
和
会

で
楽
し
み
と
元
気
を
貰
い
ま
せ
ん

か
！ 

（
陸
浦
）　

あ
と
が
き

●
定
期
総
会
の
ご
案
内　

 

左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
お
誘
い
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

記

日
時 

平
成
21
年
5
月
27
日
（
水
）

 

午
後
１
時
か
ら

会
場 

く
す
の
き
ホ
ー
ル

《シルバー　豆宣伝》
《シルバー　豆宣伝》＊会員さん大募集＊

シルバー人材センターとは、
臨時的で短期的な仕事を提供することを目
的とする団体です。
市内にお住まいの健康で６０歳以上の働く
意欲のある方！どなたでも登録できます。

随時　募集しております！
空いている時間で地域社会に貢献を !!

連絡先：TEL04-2928-8695
住　所：宮本町 1-1-2

教室を開講しています
＊ 小・中学生を対象とした、

学習教室、書道教室
＊ 一般の方を対象とした
書道教室、英会話教室、編物教室

＊ ４月から小学五・六年生の英語教室が
スタートしました。


